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議案第３号令和８年度向日市一般会計予算に対する附帯決議 

  

「令和８年度向日市一般会計予算」第２表 債務負担行為におい

て、令和８年度から令和１０年度までの期間を設定し、２６億円が

「新市民温水プール整備事業」として予算計上されている。 

老朽化により維持管理が難しくなってきた市民温水プールについ

ては、「向日市民温水プールあり方検討会議」が長きにわたる議論

のうえ、令和６年８月に意見をまとめられ、議会へも報告をいただ

いた。 

その提言を踏まえ、市におかれては、既存施設を解体し、新たな

市民温水プールを学校の授業でも活用することで今後必要と見込ま

れていた学校プールの改修費用を不要とし、市全体で見たときの財

政負担を低減するとともに、既存施設より規模を縮小し、幅広い世

代が永続的に使用できる市民温水プールとして整備することを決定

されたと承知している。 

 しかしながら、今回、予算議案として提出された債務負担行為の

額、２６億円は、決して安いものではなく、また、他自治体では、

規模は様々であるが、１０億円から２０億円程度の予算で同様の整

備をされているとも聞く。 

 「あり方検討会議」で提言された、市の財政負担を軽減する内容

からも、下記の意見を附して、令和８年度向日市一般会計予算の附

帯決議とする。 

 

 

 

記 

 

 

 １ 実施設計の段階で、建物の高さ等を工夫するなど、工事費を 

削減できるような設計とすること。 

 ２ 「向日市民温水プールあり方検討会議」の意向に合うような 

財政負担軽減に努めること。 

 


